
、



☆ よくわからないとき→可視化&実験！
変数は rのみ、これを動かして（小→大）、どこで立式する上でのン_状
況が_変わるか、
判断していく、

〈検討>←答案上には現れない i i i . 、照業で

i i .

：糈：
鱸！：：
！靈 iiir 小さめ

rを大きくしていき. に 2まで、円柱にどこで状況が変わるか、
「ほで 球のスライスが乗る（頂は外へ）



球の端っこ（1<rEE）と
藤 ：_が
国；./淵入
!

斑 繖 な が な な

球のスライスに<rE2）の2つ！
→ それぞれ求めてもよいが、
一般化させておくとラクな
于変数をおいて、球の端っこの

i ！ 体積を求_めておく。」～検討

r .. . . . . .撾柱、

卵、瓶
の球......
中心か
らの
距離が a (O E a Er）の平面で切り、

以上、場合分けの基準はわかったので、 体積が小さい方の立体の体積をVila）と
あとはどう立式するか？ おく。
体積→回転体であれば回転軸に垂直に .※○、

!

、一一に
（a）←回転体の体積

切って積分. として積分として

→ まずはでも、積分せずに求められる 求める.
のであればそれで求める。直円柱、球



これを用いてV(r）を求めると、
Y=aで囲まれる （i）0<rElのとき←等号はどっちに含めても

O k .鸝。：：：
：！※が
な軸周りに
一回転ナ>

"

.

x
共通部分は半径の半球_であり、

V(r）=fが×I=も

#

体積に等しく、
r

( i i) K r E BのときV.la）=レが
dy ✓が箱部、麗方が興
=［兀（にy)dy←rはこ
こでは 定数！

ein
e ※

!

. _ _ i n=［たはがぱで
+ が 1に DEI

= 粼 興



( i i i ) f < r E 2 のとき""覇粉+器に（に，が幽

$

川に
2のとき、

共通部分は直円柱全ーー体であり、

V(r）=で 12.B=「し煙※※！！嫌だっ
た以上に）～にな
り、 /が"10<rE l )

vlr）=

"

州にはりりいくに

%

=が州にはりり ド（に1）は-2た）に
は2）の 爾

t.no/
nen. となる。

-_-IT（に Dlifeにり ☆妥当性チェック！

に1.B.2で連続になるか？？=が 1 に、興


